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報
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早
期
配
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に
ご
協
力
を
お
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い
し
ま
す
。

広報

2▪2010第648号
田舎館小学校６年　小野　舜さん 書

輝きを放つ、
匠の業

わざ

１月２日、田舎舘地区の刀匠中畑貢さんが日本刀の打ち初めを自
宅鍛冶場で行いました。この日は妻のユキ子さん、孫の新一さん、
廣斗さんとともに、伝統的な装束を身にまとって「折り返し鍛錬」
と呼ばれる作業を行いました。大槌で玉

たま

鋼
はがね

を叩く「カーン、カーン」
という音が響き渡り、鮮やかに火花が飛び散る様子はまさに神秘的
な光景です。

村議会12月定例会����� 2
話題いろいろ������� 6
お知らせ���������10
戸籍の窓���������12

今月のおもな内容�
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阿
保
　
淳
之
進 

議
員

①
行
財
政
の
使
用
許
可
に
つ
い
て

問
文
化
会
館
4
階
（
ふ
る
さ
と

体
験
室
）
を
新
設
の
時
か
ら
村
で

は（
株
）ア
イ
ナ
ッ
ク
に
村
条
例
で

使
用
許
可
を
出
し
て
い
る
が
毎
年

ど
の
よ
う
な
形
態
で
貸
出
し
て
い

る
の
か
。

答
（
教
育
課
長
）
使
用
許
可
を

与
え
た
い
き
さ
つ
で
す
が
、
ふ
る

さ
と
体
験
室
は
小
中
学
生
の
学
習

の
場
あ
る
い
は
庁
舎
、
文
化
会
館

を
訪
れ
た
村
民
が
憩
え
る
場
所
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
建
築
当

初
は
管
理
に
要
す
る
経
費
を
考
慮

し
て
セ
ル
フ
に
よ
る
お
茶
等
の
提

供
を
検
討
し
ま
し
た
が
、
ア
イ

ナ
ッ
ク
が
職
員
を
派
遣
し
住
民
に

よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た

い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
平
成
7
年
8
月
、
村
財
務
規

則
第
百
九
十
八
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
り
行
政
財
産
の
使
用

許
可
を
、
同
規
則
第
二
百
四
十
三

条
に
よ
り
物
品
の
貸
付
を
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
許
可
の
条
件
等

と
し
て
、
①
使
用
許
可
す
る
物
件

名
を
明
記
し
た
こ
と
。
②
使
用
期

間
は
翌
年
の
3
月
31
日
ま
で
の
単

年
度
の
許
可
で
あ
る
こ
と
。
③
使

用
料
に
つ
い
て
は
、
村
行
政
財
産

の
使
用
料
徴
収
条
例
第
五
条
第
四

号
を
適
用
し
施
設
の
使
用
料
及
び

光
熱
水
費
等
の
加
算
金
は
免
除
す

る
。
ま
た
物
品
の
貸
付
料
は
財
産

の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
与
等
に

関
す
る
条
例
第
七
条
を
適
用
し
無

償
と
す
る
。
④
使
用
許
可
の
取
り

消
し
、
第
三
者
へ
の
貸
付
禁
止
、

施
設
・
物
品
の
管
理
及
び
損
害
賠

償
等
の
条
件
を
付
し
て
許
可
し
て

き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
許
可
条
件
に
は
大
き
な
変
更
は

な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

平
成
14
年
度
か
ら
は
使
用
期
間
に

つ
い
て
、
4
月
1
日
か
ら
翌
年
3

月
31
日
ま
で
を
原
則
と
す
る
が
、

ア
イ
ナ
ッ
ク
か
ら
使
用
し
な
い
旨

の
意
思
表
示
を
す
る
ま
で
同
一
条

件
で
貸
与
す
る
と
い
う
こ
と
に
変

更
し
て
い
ま
す
。

②
普
通
財
産
の
無
償
貸
付
又
は
減

額
貸
付
に
つ
い
て

問
ア
畑
中
保
育
所
用
地
20
年
無

償
貸
付
、
ア
パ
ー
ト
用
地
2
ヶ
所

16
年
無
償
貸
付
が
村
条
例
の
財
産

の
交
換
、
譲
与
、
無
償
貸
付
等
に

関
す
る
条
例
第
四
条
第
一
項
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
又　

そ

の
根
拠
は
。

答
（
村
長
）
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

無
償
貸
付
等
に
関
す
る
条
例
第
四

条
第
一
項
に
よ
る
と
、
普
通
財
産

は
、
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

と
き
は
、
こ
れ
を
無
償
又
は
時
価

よ
り
も
低
い
価
格
で
貸
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
て
お
り
、
第
四

条
第
一
項
第
一
号
に
よ
り
、
他
の

地
方
公
共
団
体
そ
の
他
公
共
団
体
、

又
は
公
共
的
団
体
に
お
い
て
公
用

若
し
く
は
公
共
用
、
又
は
公
益
事

業
の
用
に
供
す
る
と
き
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。（
株
）
ア
イ
ナ
ッ
ク
は
、

奨
学
資
金
貸
付
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
公
共
的
団
体
に
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
た
め
、
無
償
で
貸
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
イ
村
で
ア
パ
ー
ト
の
管
理
運

営
費
が
予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
根
拠
は
。

答
（
村
長
）過
去
の
議
会
で
定
住

促
進
の
た
め
村
よ
り
建
設
依
頼
を

し
、
そ
の
損
失
補
償
に
つ
い
て
は

議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
事
務
管
理
運
営
費
に
つ
い
て
も
、

村
で
補
助
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

金
額
に
つ
い
て
は
、
協
議
に
よ
り

決
定
す
る
こ
と
と
し
、
火
災
保
険

料
13
万
5
千
円
、
管
理
費
一
戸
に

つ
き
1
万
円
の
16
万
円
と
し
、
合

計
で
29
万
5
千
円
を
補
助
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

③
債
務
保
証
及
び
損
失
補
償
に
つ

い
て問

第
3
セ
ク
タ
ー
は
村
と
農
協
、

商
工
会
、
個
人
が
出
資
し
て
い
る

（
株
）ア
イ
ナ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
村
の
株
510
万
円
（
50.5
％
）

保
有
し
て
い
た
が
現
在
は
0
で
す
。

村
で
債
務
保
証
及
び
損
失
補
償
に

関
わ
っ
て
い
る
が
村
民
の
理
解
は

得
ら
れ
る
の
か
。
村
長
の
考
え
は
。

村議会12月定例会
12月11日から16日まで第 3回田舎館村議会定例会
が開かれました。15日には阿保淳之進議員、相馬
繁議員、鈴木和久議員、福地誠議員が一般質問を
行いましたので、主な内容を要約してお知らせし
ます。

村議会一般質問陰隠隠隠隠隠隠隠隠隠韻
吋　　　　　　　　　吋
吋　　　　　　　　　吋
吋　　　　　　　　　吋
吋　　　　　　　　　吋
吋　　　　　　　　　吋
吋　　　　　　　　　吋
右隠隠隠隠隠隠隠隠隠宇

可決された主な案件
予算関係

・平成21年度田舎館村一般会計補正予算
・平成21年度田舎館村国民健康保険特別会計補正予算
・平成21年度田舎館村下水道事業会計補正予算

そ の 他

・津軽広域連合規約の一部変更について
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答
（
村
長
）村
で
ア
イ
ナ
ッ
ク
に

対
し
て
行
っ
て
い
る
の
は
、
損
失

補
償
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
損
失

補
償
は
過
去
の
議
会
で
議
決
さ
れ
、

適
法
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
ま
す
。

相
馬
　
繁 

議
員

①
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
つ
い

て問
ア
平
成
22
年
度
予
算
編
成
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
歳
出
削
減
計
画
の
方
向
を

変
え
ず
に
、
創
意
工
夫
を
も
っ
て

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ
効

率
的
な
活
用
を
各
課
長
に
指
示
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
民
各

位
並
び
に
議
員
の
皆
様
に
も
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
イ
各
種
団
体
の
補
助
金
削
減

を
元
に
戻
し
て
は
如
何
か
。
ま
た

更
な
る
事
業
仕
分
け
を
行
っ
て
は

如
何
か
。

答
（
村
長
）財
政
的
に
は
無
理
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
時
期
尚
早
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
事
業
仕

分
け
は
財
政
の
健
全
化
を
目
指
し
、

本
年
度
中
に
「
田
舎
館
村
行
政
改

革
大
綱
」
及
び
「
仮
称
歳
出
削
減

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
予
定
し
て
お

り
、
検
討
す
べ
き
事
項
は
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

②
災
害
時
要
援
護
者
の
任
意
登
録

の
推
進
に
つ
い
て

問
村
長
の
見
解
は
。

答
（
村
長
）本
年
度
中
に
「
田
舎

館
村
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
計
画
」
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
中
で
避
難
者
支
援
希
望
申
出

書
の
提
出
を
広
報
等
に
よ
り
募
る

予
定
を
し
て
お
り
、
多
く
の
方
に

登
録
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

③
経
理
処
理
に
つ
い
て

問
ア
村
の
経
理
処
理
の
実
態
は
。

預
け
、
差
し
替
え
は
な
い
か
。

問
イ
役
場
内
に
自
主
的
な
調
査

体
制
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
村
長
）経
理
処
理
に
つ
い
て

は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
預
け
、
差
し
替
え
は

な
い
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
自

主
的
な
調
査
体
制
に
つ
い
て
も
設

け
る
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

④
入
札
の
透
明
化
に
つ
い
て

問
ア
一
部
高
い
落
札
率
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）工
事
設
計
用
の
積
算

根
拠
と
な
る
労
務
単
価
等
は
公
表

さ
れ
て
お
り
、
積
算
ソ
フ
ト
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
度
の
高

い
積
算
も
可
能
で
あ
り
、
予
定
価

格
に
近
い
価
格
で
応
札
、
落
札
し

た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
イ
入
札
は
適
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

答
（
村
長
）適
正
に
行
わ
れ
て
い

る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問
ウ
入
札
の
透
明
化
対
策
と
、

一
般
競
争
入
札
の
意
向
は
。

答
（
村
長
）一
般
競
争
入
札
及
び

総
合
評
価
方
式
も
含
め
、
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

⑤
一
部
職
員
の
接
客
態
度
と
資
質

低
下
に
つ
い
て

問
ア
接
客
態
度
の
苦
情
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
（
村
長
）非
常
に
残
念
で
あ
り
、

深
く
反
省
を
し
て
お
り
ま
す
。

問
イ
資
質
向
上
対
策
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
。

答
（
村
長
）今
後
、
あ
い
さ
つ
や

来
客
者
へ
の
声
か
け
な
ど
、
職
員

の
接
遇
態
度
向
上
、
研
修
の
実
施

を
含
め
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
垂
柳
高
畑
地
区
の
道
路
建
設
陳

情
の
対
応
と
高
畑
遺
跡
調
査
に
つ

い
て問

ア
陳
情
書
に
対
し
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
き
た
か
。

答
（
村
長
）事
業
化
さ
れ
て
い
な

い
状
況
を
鑑
み
る
と
総
合
的
に
判

断
し
て
事
業
化
に
な
ら
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

問
イ
今
後
の
高
畑
計
画
と
発
掘

調
査
の
見
通
し
は
。

答
（
村
長
）現
在
の
財
政
状
況
を

考
慮
す
る
と
、
当
面
事
業
化
は
無

理
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
す
。

答
（
教
育
長
）道
路
建
設
計
画
が

な
け
れ
ば
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

⑦
田
舎
館
音
頭
の
制
定
に
つ
い
て

問
田
舎
館
音
頭
を
村
の
音
頭
と

踊
り
と
し
て
制
定
し
て
は
如
何
か
。

答
（
村
長
）踊
る
人
、
愛
好
者
の

方
々
が
、
制
定
し
な
く
て
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

⑧
村
の
行
政
諸
点
に
つ
い
て

問
ア
村
の
中
学
生
の
虫
歯
の
実

態
と
虫
歯
治
療
推
進
対
策
、
そ
れ

に
対
す
る
村
の
助
成
は
如
何
か
。

答
（
教
育
長
）平
成
21
年
度
は
未

処
置
と
処
置
完
了
者
を
合
わ
せ
た

罹
患
数
は
226
人
中
135
人
で
す
。
虫

歯
推
進
対
策
と
し
て
は
、
受
診
の

す
す
め
の
通
知
、
保
健
だ
よ
り
、

昼
食
後
の
歯
磨
き
運
動
の
展
開
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
補
助
対
策

に
つ
い
て
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

問
イ
今
年
度
の
田
ん
ぼ
ア
ー
ト

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
、

ま
た
こ
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た

村
の
活
性
化
対
策
は
如
何
か
。

答
（
村
長
）見
学
者
の
声
を
聞
く

と
、
今
ま
で
に
な
い
高
い
評
価
を

し
て
い
た
だ
い
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
活
性
化
対
策
は
関
係
機
関

等
と
協
議
し
な
が
ら
観
光
協
会
の

よ
う
な
団
体
を
組
織
し
て
、
村
を

活
性
化
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
ウ
村
の
雇
用
状
況
と
対
策
は
。

答
（
村
長
）先
行
き
不
透
明
で
非

常
に
厳
し
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

雇
用
対
策
は
離
職
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
非
正
規
労
働
者
、
中
高
年
の

失
業
者
に
対
し
て
6
ヶ
月
間
の
短

期
雇
用
で
す
が
、
緊
急
雇
用
創
出

事
業
で
対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
エ
資
源
回
収
常
設
の
回
収
状

況
と
役
場
駐
車
場
以
外
の
設
置
計

画
は
如
何
か
。

答
（
村
長
）回
収
状
況
は
順
調
で
、

今
後
の
設
置
に
つ
い
て
は
川
部
地

区
、
光
田
寺
地
区
に
1
ヶ
所
ず
つ

設
置
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
オ
美
し
い
里
田
舎
館
村
を
め
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ざ
す
具
体
策
は
。

答
（
村
長
）主
要
村
道
を
中
心
に

草
花
を
植
栽
し
て
、「
ア
ー
ト
の

花
道
街
道
」
と
し
て
整
備
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

鈴
木
　
和
久 
議
員

①
川
部
駅
の
活
用
に
つ
い
て

問
ア
川
部
駅
東
側
地
区
の
遊
休

地
を
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）川
部
駅
周
辺
の
整
備

と
い
う
こ
と
で
第
4
次
田
舎
館
村

総
合
振
興
計
画
に
掲
げ
て
お
り
、

駅
東
側
の
利
活
用
と
し
て
駅
利
用

者
の
た
め
の
駐
輪
場
及
び
駐
車
場

の
整
備
等
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
駅
の
利
便
性
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て

駅
東
側
へ
の
連
絡
通
路
等
の
整
備

を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
と
Ｊ
Ｒ
が
連
携
し
整
備
す
る
こ

と
で
、
駅
の
利
用
が
し
や
す
い
環

境
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

駅
東
側
へ
の
整
備
計
画
案
を
策
定

し
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
連
絡
通
路
等
の

整
備
を
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
イ
平
成
22
年
の
新
幹
線
開
業

に
合
わ
せ
、
五
能
線
沿
線
の
自
治

体
発
展
の
た
め
に
も
、
川
部
駅
へ

の
特
急
を
停
車
さ
せ
る
運
動
を
展

開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

実
施
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
村
長
）県
知
事
が
会
長
と
な

り
、
市
町
村
長
、
議
長
会
、
各
種

団
体
で
組
織
さ
れ
て
い
る
、
青
森

県
鉄
道
整
備
促
進
期
成
会
と
い
う

組
織
が
あ
り
ま
す
。
会
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
並
び
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
及

び
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対
し
毎
年
、
要
望

活
動
を
し
て
お
り
、
新
幹
線
開
業

効
果
を
津
軽
地
方
へ
も
波
及
さ
せ

る
た
め
、「
特
急
つ
が
る
」
の
利
便

性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
設
定
、
五
所
川

原
方
面
へ
の
リ
レ
ー
列
車
の
整
備
、

川
部
駅
の
利
便
性
の
向
上
を
要
望

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
実
現

に
向
け
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問
ウ
今
ま
で
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

に
対
し
て
要
望
・
陳
情
は
な
か
っ

た
の
か
。

答
（
村
長
）前
段
で
お
答
え
し
た

と
お
り
、
要
望
は
行
っ
て
お
り
ま

す
。

②
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問
ア
今
後
に
お
い
て
下
水
道
料

金
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
無
い
の

か
。答（

村
長
）今
後
の
経
済
情
勢
に

変
動
が
な
け
れ
ば
、
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
当
面
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。

問
イ
下
水
道
事
業
会
計
の
今
後

の
見
通
し
（
5
年
間
）
と
そ
の
対

応
策
に
つ
い
て
。

答
（
村
長
）今
年
度
中
に
経
営
健

全
化
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画

に
基
づ
き
下
水
道
事
業
の
経
営
健

全
化
に
取
り
組
み
、
平
成
27
年
度

を
目
標
に
資
金
不
足
額
の
解
消
を

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
つ

い
て問

ア
村
内
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
発
生
状
況
と
予
防
接
種
の

状
況
は
。

答
（
村
長
）小
中
学
校
の
12
月
3

日
現
在
の
罹
患
者
数
は
、
田
舎
館

小
学
校
、
男
27
名
、
女
16
名
、
計

43
名
、
罹
患
率
は
29
％
。
西
小
学

校
、
男
20
名
、
女
8
名
、
計
28
名
、

罹
患
率
は
20
％
。
光
田
寺
小
学
校
、

男
25
名
、
女
21
名
、
計
46
名
、
罹

患
率
は
51
％
。
小
学
校
合
計
117
名
、

罹
患
率
は
31
％
。
田
舎
館
中
学
校
、

男
53
名
、
女
38
名
、
計
91
名
、
罹

患
率
は
40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
保
育
園
の
12
月
5
日
現
在
の

罹
患
者
数
で
す
が
、
光
田
寺
保
育

園
、
男
4
名
、
女
2
名
、
計
6
名
。

畑
中
保
育
所
、
男
10
名
、
女
8
名
、

計
18
名
。
田
舎
館
保
育
園
、
男
4

名
、
女
1
名
、
計
5
名
と
の
報
告

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
予
防
接
種

の
状
況
は
、
10
月
19
日
か
ら
医
療

従
事
者
、
11
月
2
日
か
ら
妊
婦
、

基
礎
疾
患
を
有
す
る
者
、
12
月
7

日
か
ら
乳
幼
児
、
小
学
校
低
学
年

と
順
次
接
種
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

村
で
は
接
種
対
象
者
に
は
、
予
約

に
関
す
る
医
療
機
関
へ
の
問
い
合

わ
せ
時
期
、
及
び
接
種
が
受
け
ら

れ
る
月
日
に
つ
い
て
、
毎
戸
配
布
、

回
覧
、
個
別
通
知
な
ど
を
行
い
周

知
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
接
種
者

数
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
ご
と
の

接
種
者
数
の
集
計
が
行
わ
れ
て
い

な
い
た
め
把
握
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。問

イ
今
後
に
向
け
た
新
た
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）12
月
25
日
か
ら
は
1

歳
未
満
の
保
護
者
の
接
種
が
、
さ

ら
に
、
来
年
の
1
月
8
日
か
ら
は

小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生
の
前

倒
し
で
の
実
施
が
決
定
し
て
お
り
、

個
別
で
も
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
村
で
は
小
学
校
高
学
年
及
び

中
学
生
の
集
団
接
種
を
行
う
こ
と

で
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

1
月
18
日
か
ら
、
そ
の
後
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
、
チ
ラ
シ
を
毎

戸
配
布
し
村
民
に
予
防
等
の
お
願

い
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
11
月
下

旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
小
学
生
及

び
中
学
生
の
患
者
数
が
多
く
、
学

年
及
び
学
校
閉
鎖
の
措
置
を
と
っ

て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
県
全
体

の
患
者
数
が
11
月
下
旬
に
再
び
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
ピ
ー
ク
が

い
つ
に
な
る
の
か
予
想
し
に
く
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
ど
の

年
齢
層
に
広
が
っ
て
い
く
の
か
状

況
を
見
な
が
ら
対
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
に
は
引
き
続
き
予

防
等
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

福
地
　
誠 

議
員

①
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
ア
財
政
が
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
村
民
に
希
望
を
あ
た
え
る

何
ら
か
の
政
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。



平成22年2月号・いなかだて5

答
（
村
長
）財
政
状
況
は
、
ま
だ

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
経
費
の
か
か
る
も

の
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
美
し
い
里
田
舎
館
村
を

め
ざ
す
事
業
、
花
も
心
も
美
し
い

田
舎
館
村
に
す
る
事
業
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
促
進
事
業
な
ど
、
極
力

経
費
の
か
か
ら
な
い
も
の
を
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問
イ
自
主
財
源
確
保
の
為
に
も

村
税
の
滞
納
繰
越
額
の
解
消
を
。

答
（
村
長
）村
税
に
つ
い
て
は
住

民
の
皆
様
か
ら
納
付
を
し
て
い
た

だ
い
て
、
地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
支
え
る
貴
重
な
自
主
財
源
で
あ

り
、
収
納
率
を
向
上
さ
せ
滞
納
額

の
解
消
を
図
る
こ
と
は
、
極
め
て

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
理
解
し
て

お
り
ま
す
。
長
引
く
不
況
、
リ
ス

ト
ラ
、
賃
金
削
減
等
に
よ
り
収
入

が
減
少
し
つ
つ
あ
る
昨
今
、
そ
れ

と
と
も
に
年
々
、
滞
納
者
、
滞
納

額
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
ま
じ
め
に
納
税
し
て
お
り
ま

す
多
く
の
納
税
者
の
立
場
や
、
税

負
担
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら

い
っ
て
も
、
滞
納
者
に
対
す
る
財

産
調
査
の
実
施
、
納
税
相
談
等
を

行
い
、
滞
納
者
の
方
々
に
納
税
し

て
い
た
だ
き
、
一
刻
も
早
く
少
し

で
も
多
く
滞
納
額
を
縮
減
、
解
消

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

②
工
事
業
者
の
入
札
に
つ
い
て

問
ア
工
事
発
注
に
あ
た
り
今
ま

で
は
指
名
競
争
入
札
を
行
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

一
般
競
争
入
札
に
変
え
て
は
。

答
（
村
長
）入
札
に
お
け
る
透
明

性
の
確
保
や
不
正
防
止
の
観
点
か

ら
一
般
競
争
入
札
も
含
め
検
討
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
イ
あ
る
工
事
に
関
し
て
長
年

指
名
さ
れ
て
実
績
の
あ
る
業
者
を

こ
の
度
指
名
か
ら
は
ず
さ
れ
た
と

聞
い
て
い
る
が
理
由
は
。

答
（
村
長
）公
平
に
扱
う
の
は
常

と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
道
義
的
、

人
道
的
に
欠
け
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
指
名
か
ら
除
外
い
た

し
ま
し
た
。

問
ウ
今
回
行
わ
れ
た
工
事
の
入

札
を
辞
退
さ
れ
た
指
名
業
者
が
あ

る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
村
長
）指
名
業
者
が
辞
退
し

た
工
事
は
、
防
災
行
政
無
線
工
事

の
1
件
で
あ
り
ま
す
が
、
防
災
無

線
機
器
の
製
造
設
置
が
特
殊
的
な

要
素
を
持
ち
あ
わ
せ
る
工
事
の
中

で
、
業
者
が
積
算
し
た
上
で
利
益

が
少
な
い
の
で
、
敬
遠
さ
れ
た
の

で
は
な
い
の
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
小
学
校
統
合
に
つ
い
て

問
ア
小
学
校
統
合
の
時
期
に
つ

い
て
未
だ
に
確
か
な
時
期
を
発
信

し
て
い
な
い
が
、
検
討
委
員
会
の

中
で
平
成
23
年
4
月
1
日
を
目
指

し
た
い
と
発
信
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
100
％
に
近
い
事
な
の
か
。

30
％
前
後
の
事
な
の
か
。

答
（
教
育
長
）現
在
「
村
内
小
学

校
統
合
問
題
検
討
委
員
会
」
に
お

い
て
、
審
議
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
5
回
会
議
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

過
去
に
開
催
し
た
懇
談
会
及
び
保

護
者
対
象
の
説
明
会
に
お
い
て
要

望
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ご

質
問
の
統
合
の
時
期
の
こ
と
で
す

が
、
教
育
委
員
会
の
考
え
と
し
て
、

平
成
23
年
4
月
1
日
の
統
合
を
目

指
し
た
い
と
提
案
し
て
審
議
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
終
審
議
を

終
え
て
お
り
ま
せ
ん
し
、
教
育
委

員
会
と
し
て
は
、
検
討
委
員
会
の

決
定
を
尊
重
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
目
指
す
時

期
に
向
か
っ
て
、
検
討
委
員
会
や

地
域
住
民
、
保
護
者
の
方
々
か
ら

賛
同
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を

続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

問
イ
平
成
23
年
4
月
1
日
に
統

合
に
な
る
な
ら
ば
、
来
年
度
の
平

成
22
年
4
月
1
日
よ
り
名
目
統
合

等
考
え
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）名
目
統
合
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
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交通事故の発生状況
発生件数　　6,007 件　（前年比　△ 397件 、　△  6 .2％）
死 者 数　　　 50 人　（前年比　△  12人 、　△ 19 .4％）
負傷者数　　7,484 人　（前年比　△ 478人 、　△  6 .0％）
■ 死者数は昭和41年以降で初めて60人を下回る。
■ 死者数の対前年増減率は、都道府県別で全国ベスト 6 位。
■ 発生件数、負傷者数は平成14年以降 8 年連続で減少。
交通死亡事故の特徴
1 ．飲酒運転による死者の減少（ 4 人　前年比△ 4 人）
2 ．高齢死者の減少（24人　前年比△ 9 人）
　　高齢死者は減少したものの、全死者の約半数（48％）を占める
3 ．歩行中の死者の増加（19人　前年比　＋ 2 人）
　　19人中、高齢者は17人。高齢歩行者の死者は前年比＋ 7 人
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　村では、平成22年・23年度指名競争入札参加資格審査申請書の受付をします。

対　　象　①建設工事　②測量･コンサルタント　③物品・製造・役務提供

受付期間　 3 月10日（水）まで（土、日、祝日を除く午前 8 時15分～午後 5 時まで）

有効期限　 2 年間（平成22年 4 月 1 日から平成24年 3 月31日）

提出書類　競争入札参加資格審査申請書（国土交通省等統一様式による。Ａ 4 ファイル綴じ）

提出先及び問い合わせ　総務課管財係（内線221）
　　　　　　　　　　　ホームページhttp://www.vill.inakadate.aomori.jp/

指名競争入札参加資格申請のお知らせ

　津軽広域水道企業団（津軽事業部・西北事業部）では、指名競争入札等参加資格審査申請の定期
受付を以下のとおり実施します。

対　　象　当企業団が発注する下記業務の指名競争入札等に参加しようとする者及び随意契約の方
法により契約の締結を希望する者
1 ．建設工事の請負業務
2 ．測量・設計などの建設関連業務
3 ．製造の請負・物件の買入・その他の業務
4 ．業務委託

受付期間　 2 月26日（金）まで（土、日、祝日を除く午前 ９ 時〜午後 4 時まで）

有効期限　 2 年間 （平成22年 8 月 1 日から平成24年 7 月31日）

提出書類　 1 ．建設工事の請負業務……………………………………企業団様式他
2 ．測量・設計などの建設関連業務………………………企業団様式他
3 ．製造の請負・物件の買入・その他の業務……………企業団様式他
4 ．業務委託…………………………………………………企業団様式他
フラットファイル（A4判S型・紫色）に綴り、表紙と背表紙に会社名を記入してください。
企業団様式等については、ホームページからダウンロード出来ます。

申請方法　持参もしくは郵送でお願いします。　受付票が必要な場合は別途持参してください。
　　　　　（郵送の場合は、返信用封筒（切手貼付、宛先記入済のもの）を同封してください。）

そ の 他　受付期間終了後は、一切受付をしません。

提出先及び問い合わせ
　津軽広域水道企業団
　【津軽事業部　総務課】　〒036 -0342　黒石市大字石名坂字姥懐 2 	 ☎0172-52-6033
　【西北事業部　総務課】　〒038 -3131　つがる市木造千年33	 ☎0173-42-7111

津軽広域水道企業団ホームページ  http://www.net.pref.aomori.jp/tusui

平成22・23年度 指名競争入札等参加資格審査申請受付要項
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公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の

電
子
証
明
書
の
発
行
を

受
け
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

1
日
1
円
で
、ご
家
族
に

大
き
な
安
心
を

農
家
相
談
を
実
施
し
ま
す

井
戸
水
認
定
人
数
等
の

変
更
届
を
忘
れ
ず
に
！

下
水
道
へ
の

早
期
接
続
に
つ
い
て

住
民
課
だ
よ
り

総
務
課
だ
よ
り

建
設
課
だ
よ
り

農
業
委
員
会
だ
よ
り

お
問
い
合
わ
せ
の
際
は
、

　
　
各
課
の
内
線
番
号
を

　
　
　
　
　
お
伝
え
下
さ
い
。役場 ☎58-2111（代表）

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電

子
証
明
書
の
有
効
期
間
は
、
発
行

の
日
か
ら
3
年
間
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
有
効
期
間
満
了
が
迫
っ
て
い
る

方
は
、
新
し
い
電
子
証
明
書
の
発

行（
更
新
）の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
失
効
し
た
場
合
に
は
、
国
税
の

電
子
申
告
な
ど
の
電
子
申
請
・

届
出
に
使
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

・
更
新
を
希
望
す
る
方
は
、
住
民

課
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

・
更
新
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
、

新
し
い
電
子
証
明
書
の
有
効
期

間
は
手
続
き
の
日
か
ら
起
算
し

て
3
年
間
で
す
。

・
な
お
、
現
在
の
電
子
証
明
書
が

失
効
し
た
後
で
も
、
新
し
い
電

子
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
住
民
課
住
民
係

（
内
線
1
6
3
・
1
6
4
）

　
平
成
22
年
度
の
交
通
災
害
共
済

加
入
予
約
受
付
が
2
月
1
日（
月
）

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
不
慮
の
事

故
に
備
え
て
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

期
間
／
平
成
22
年
4
月
1
日
～

　
　
　
平
成
23
年
3
月
31
日

会
費
／
年
間
1
人
　
3
5
0
円

申
込
方
法
／
団
体
（
集
落
、
交
通

安
全
母
の
会
、
小
・
中
学
校
、

保
育
園
等
）
で
加
入
の
と
り
ま

と
め
を
行
い
ま
す
の
で
、
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　
　
ま
た
、
一
般
加
入
は
、
総
務

課
防
災
交
通
係
で
随
時
受
け
付

け
し
て
お
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
際
は
、
二
重
加
入

に
ご
注
意
下
さ
い
。

※
共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
は
、
災

害
の
程
度
に
よ
り
、
見
舞
金

2
万
円
～
15
万
円
（
死
亡
し
た

場
合
は
100
万
円
）
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
防
災
交

通
係
（
内
線
2
2
3
）

　
農
地
を
め
ぐ
る
紛
争
や
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密

は
守
り
ま
す
。

○
日
時
／
2
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

9
時
か
ら
15
時

○
場
所
／
中
央
公
民
館
2
階

　
　
　
　
　
　
　（
和
会
議
室
）

▽
問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会

�

（
内
線
1
3
2
）

　
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
方
で
、

井
戸
水
の
認
定
を
受
け
て
お
り
、

人
数
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
出
が
必
要
で
す
。

　
井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る
方
は

人
数
や
使
用
場
所
に
よ
っ
て
料
金

が
決
定
さ
れ
ま
す
。
家
族
の
転
出

や
転
入
、
出
生
や
死
亡
等
で
人
数

の
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
届
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
下
水
道

係
（
内
線
2
3
3
）

　
下
水
道
施
設
は
、
生
活
環
境
の

改
善
や
環
境
保
全
の
役
割
を
果
た

す
も
の
で
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
し
尿
や
雑
排
水
は
、
そ
の
ま

ま
水
路
や
河
川
へ
流
す
と
自
然
環

境
の
破
壊
へ
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

公
衆
衛
生
上
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
衛
生
的
で
快
適
な
生
活
を
送

る
た
め
に
、
ま
た
、
み
ん
な
で
生

活
環
境
・
自
然
を
守
る
た
め
に
下

水
道
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、

早
め
に
水
洗
化
工
事
を
し
、
下
水

道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
接
続
工
事
は
村
の
指
定

工
事
事
業
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
書
類
作
成
、
届
出
な
ど

の
手
続
き
を
み
な
さ
ま
に
代
わ
っ

て
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
／
建
設
課
下
水
道

係
（
内
線
2
3
3
）

献血（全血）のお知らせ
○日時／平成22年3月10日（水）
　受付時間
　☆午前の部　10:00 ～ 11:30
　　株式会社　丸勝小野商事
　☆午後の部　13:00 ～ 16:00
　　田舎館村中央公民館

▽問い合わせ／厚生課環境衛生係（内線152） 青森県の献血キャラクター
「ブラット君」
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自動車の名義変更・廃車手続き
及び車検はお早めに

身体障害者等に係る自動車税・
自動車取得税の減免制度について

今月は 「省エネルギー月間」 です

【車検は 1ヶ月前から受けられます】
　例年 3月は、名義変更（移転登録）・廃車（抹消登録）・
住所変更等（変更登録等）の手続きで、運輸支局及び事務
所の窓口は大変混雑します。特に、 3月中旬頃からは待ち
時間が長くなり、申請者の皆様に大変ご不便をおかけして
おります。名義変更や廃車等の手続きは、できるだけ 3月
14日以前に手続きしていただくようお願いします。
　また、 3月は車検（継続検査）も大変混雑します。車検
は 1ヶ月前から受けることができますので、 3月下旬に集
中しないようお早めに受検していただくようにお願いしま
す。
　なお、自動車の登録手続きについてはテレフォンサービ
ス（情報案内）、検査の諸手続及びユーザー車検の予約に
ついては電話予約等をご利用ください。

○登録窓口受付時間…平日 8時45分～12時、13時～16時
　　　　　　　　　　（土・日・祝日は閉庁日です）

▽問い合わせ／東北運輸局青森運輸支局
　　　　　　　青森市大字浜田字豊田139−13
　　　　　　　テレフォンサービス（情報案内）
　　　　　　　050−5540−2008
　　　　　　　ユーザー車検予約　050−5540−2108

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育（愛護）手帳、精
神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方、または、そ
の方と生計を一にする方（もしくは常時介護者）が、これ
らの手帳の交付を受けている方の生業、通院、通学などの
ために自動車を利用している場合で、これらの手帳の交付
を受けている方の障害の程度や自動車の使用状況などが一
定の条件に該当するときには、申請により、自動車税・自
動車取得税の減免を受けることができます。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

▽問い合わせ／中南地域県民局県税部　納税課
　　　　　　　☎32-1131（内線331・332）

　国では、毎月 2月を「省エネルギー月間」と定め、省エ
ネルギーの意識啓発をはかっております。
　限りあるエネルギー資源を大切にするとともに、地球温
暖化を防止するため、私たち一人ひとりが、エネルギーを
大切に使うように心掛けましょう。

＊東北電気保安協会弘前事業所　☎27－0862

安比スキーツアー参加者募集

☆☆☆　!!　会員も募集中　!!　☆☆☆

月　　　日　　平成22年 3 月 7 日　（日）
日　　　程　　役場出発【 6：00】
　　　　　　　安比高原スキー場【 8：00 ～ 15：00】
　　　　　　　役場到着【17：00】
対　象　者　　小学生以上（小学生は、保護者同伴です）
参　加　料　　2 ,000円　　当日徴収
　　　　　　　※リフト券代昼食代は別にかかります。
定　　　員　　先着40名になりしだい締め切ります。
リ フ ト 券　　①大人　　（ 5時間券）　　3,500円
　　　　　　　②シニア　（ 5時間券）　　2,600円
　　　　　　　③小中高生（ 5時間券）　　2,200円
申込先及び　　葛西修一（事務局）
問い合わせ　　090 -2024-0935

主　　　催　　田舎館スキー倶楽部　
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H a p p y   B i r t h d a y

ＦＭジャイゴウェーブ

（平日お昼12時40分ころ）

　  でも放送します！
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